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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月1日(2017.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二色性物質およびホウ酸を含む長尺状のポリビニルアルコール系樹脂フィルムから構成
され、長尺方向および／または幅方向に所定の間隔で配置された非偏光部を有し、
　該非偏光部が部分的に脱色された脱色部であり、かつ、他の部位よりも薄い薄肉部であ
り、
　該非偏光部の二色性物質の含有量が０．２重量％以下であり、
　該ポリビニルアルコール系樹脂フィルムの厚みが１０μｍ以下であり、
　該非偏光部と該他の部位との段差が１μｍ以下である、
　ロール状に巻回可能な偏光子。
【請求項２】
　前記非偏光部が、前記長尺方向に所定の間隔で配置されている、請求項１に記載の偏光
子。
【請求項３】
　前記非偏光部が、少なくとも前記長尺方向に実質的に等間隔で配置されている、請求項
１または２に記載の偏光子。
【請求項４】
　前記非偏光部が、前記長尺方向および前記幅方向に実質的に等間隔で配置されている、
請求項１から３のいずれかに記載の偏光子。
【請求項５】
　前記非偏光部が、前記偏光子を所定サイズの画像表示装置に取り付けるために所定サイ
ズに裁断した際に、該画像表示装置のカメラ部に対応する位置に配置されている、請求項
１から４のいずれかに記載の偏光子。
【請求項６】
　隣接する前記非偏光部を結ぶ直線の方向が、前記長尺方向および／または前記幅方向に
対して±１０°の範囲内にある、請求項１から５のいずれかに記載の偏光子。
【請求項７】
　前記非偏光部の透過率が９０％以上である、請求項１から６のいずれかに記載の偏光子
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【請求項８】
　前記非偏光部がドット状に配置されている、請求項１から７のいずれかに記載の偏光子
。
【請求項９】
　前記非偏光部の平面視形状が、略円形状または略矩形状である、請求項１から８のいず
れかに記載の偏光子。
【請求項１０】
　前記非偏光部が、前記ポリビニルアルコール系樹脂フィルムの一方面側の表面が凹んだ
凹部を含む、請求項１から９のいずれかに記載の偏光子。
【請求項１１】
　前記非偏光部が、他の部位よりも前記二色性物質の含有量が低い低濃度部である、請求
項１から１０のいずれかに記載の偏光子。
【請求項１２】
　前記低濃度部のアルカリ金属および／またはアルカリ土類金属の含有量が３．６重量％
以下である、請求項１１に記載の偏光子。
【請求項１３】
　前記ポリビニルアルコール系樹脂フィルムが、ホウ酸が結節点となった状態で配向した
ポリビニルアルコール系樹脂を含む、請求項１から１２のいずれかに記載の偏光子。
【請求項１４】
　所定サイズに裁断され、非偏光部を有する偏光子片を複数製造するのに用いられる、請
求項１から１３のいずれかに記載の偏光子。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれかに記載の偏光子と該偏光子の少なくとも一方の側に配置さ
れた保護フィルムとを有する、長尺状の偏光板。
【請求項１６】
　前記保護フィルムの厚みが８０μｍ以下である、請求項１５に記載の偏光板。
【請求項１７】
　一方の最外層として粘着剤層をさらに有する、請求項１５または１６に記載の偏光板。
【請求項１８】
　所定サイズに裁断され、非偏光部を有する偏光子と該偏光子の少なくとも一方の側に配
置された保護フィルムとを有する偏光板片を複数製造するのに用いられる、請求項１５か
ら１７のいずれかに記載の偏光板。
【請求項１９】
　所定のサイズに裁断された請求項１から１４のいずれかに記載の偏光子を備え、該偏光
子の前記非偏光部がカメラ部に対応する位置に配置されている、画像表示装置。
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